
けん 

 

   

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年度 葛尾村立葛尾小学校だより 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年３月１１日 NO.４２ 

葛尾小学校長 伊藤 恒明 

http://www.katsurao.org/site/es 

 

重点目標 Let’s try！ 自分の力で レベルアップ！！ 

 

校内美化活動を行いました！ 

 

 

 
 

 

３月４日（金）、全校児童で校内美化活動を行

いました。 

これは、校舎内の美化に努め、整理整頓され

た環境のもとで生活する習慣を身につけさせ

るとともに、奉仕活動を通して、勤労の尊さや

必要性を理解させることを目的として取り組

んでいます。普段の清掃ではできないところ

を中心に行ったので、とてもきれいになりまし

た。皆さん、お疲れさまでした。 

 

 

３・１１全校集会を行いました 

 

 
 

 

中学校へゲストティーチャー 

 
 

 

 

３月１１日（金）、３・１１全校集会を行いました。これ

は、東日本大震災の経験と教訓を次の世代にしっかり

と継承するとともに、児童が自らの生き方を考える契

機とするために、毎年行われています。子どもたち

は、真剣に話を聞いて、自分たちができることを考え

ていました。 

裏面に福島県知事のメッセージを掲載しましたの

で、ご覧ください。 

 ３月１０日（木）、葛尾中学校の社会の授業で、小学校の秋 

元先生が落語の実演を行いました。演目は「転失気（てんし

き）」。以下のような内容でした。 

体調のすぐれない和尚が診察に訪れた医者から「てんし 

き」があるかないかを聞かれる。和尚は知ったかぶりをし

てその場をごまかし、あとで小僧を呼んで近所に「てんしき」を調べに行かせる。だれもが知

ったかぶりをしたため、はっきりしたことを聞き出せない小僧は最後に医者を訪ね「てんし

き（転失気）」とは屁 (へ) のことだと聞かされる。小僧は、和尚に「てんしき」とは盃のことと

偽りを伝える。医者の往診の折、宝物の盃を見てもらおうと小僧に「てんしき」を持ってくる

ように命じた和尚がとんちんかんなやりとりの末、真相を知るというもの。 

話の内容はもちろん、その話しぶりが見事で、会場が笑い声に包まれました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


